
再生医療を目的とした
幹細胞研究の歴史

(ES細胞, iPS細胞, 組織幹細胞)
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•「幹細胞」と「体細胞」の違いを理解する

• 幹細胞の種類とそれぞれの特長を理解する
–ES細胞

– iPS細胞
–組織幹細胞
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マウスES細胞
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http://www.secom.co.jp/zaidan/interview/img/toguchi-1b.gif
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Takahashi K, Yamanaka S.
Cell. 2006 Aug 25;126(4):663-76.
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Primate

50,000 cells/10 cm dish �
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Takahashi et al. Cell, 2007



Shimane University

iPS 細胞

初期化 分化誘導
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神経細胞皮膚線維芽細胞
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Oct4, Sox2
Klf-4, c-Myc
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様々な組織幹細胞 �Cell 100:143-155.2000�����

皮膚

毛髪

腸管 中枢神経 血液

1ヵ月

1ヵ月

2-3日 一生
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Nature Immunology 12, 113–114 (2011)
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血液は骨髄で作られる
成熟した細胞だけが末梢血中に移動していく
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致死量放射線照射

レシピエント

分離した幹細胞

Analysis of BM, Spleen and
Thymus by Lineage Markers

8-25 weeks

造血幹細胞移植による骨髄再構築
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造血幹細胞移植

①患者に化学療法を行い、腫瘍細胞を全滅させる
②ドナーから骨髄を採取する
③ 集まった造血幹細胞を患者に移植する
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ヒトの一生

成長＝分化 成熟完了
社会に出て働く

寿命を迎える
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輸血 骨髄移植

寿命を迎えると消失

一過性に機能を補う

成熟細胞を移入

一生にわたって
血液を作り続ける

根治治療

造血幹細胞を移入
赤血球寿命は約120日

輸血と骨髄移植は治療効果が異なる
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間葉系幹細胞
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生体材料として広く応用
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低ホスファターゼ症患者
に対する間葉系幹細胞治療

島根大学医学部小児科
教授 竹谷 健
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Taketani T. et.al Arch Dis Child 2014
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ü 血液を回復させるためには、
ü 血液を作る元の細胞＝造血幹細胞を
移植すれば、血液ができる

l 骨を再生させるためには、
ü 骨の作る元の細胞＝間葉系幹細胞を
移植すれば、骨ができるのでは？！

間葉系幹細胞による骨再生
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Taketani T. et.al Cell Transpalnt 2015
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細胞治療 細胞移植
正常なMSCが病気のMSCと
置き換わる

MSCが薬として働く
（組織修復・免疫調整）

クローン病

GVHD

脳梗塞

心血管障害

肝硬変

骨

軟骨
サイトカイン

エクソソーム

分化

長期一過性
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再生医療への応用が期待される３つの幹細胞
代表的な
ヒト幹細胞 ES細胞 iPS細胞 組織幹細胞

由来 初期胚 体細胞 体細胞

拒否反応 あり なし なし

倫理的問題 あり なし なし

多分化能 多能性 多能性 限定的

腫瘍形成リスク 高 高 低

コスト 高 高 やや低

樹立までの時間 胚提供より２ヶ月程
度 3-6か月 2-6週間
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協力
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高純度ヒト間葉系幹細胞を用いた安全かつ有効な治療の
早期実現を目指す

基礎研究者 臨床医


